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□ 

 

○小学校・・・午後６時     ○中学校・・・午後７時  

   

１ タイムマネジメントの徹底 
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【電話対応時間帯】  

 ◇平日（月～金） 小学校：午前７時３０分から午後６時まで 

          中学校：午前７時３０分から午後７時まで 

 ◇長期休業期間中 小・中：午前８時３０分から午後４時３０分まで 
   

※土日・祝日・年末年始（12/29～1/3）・学校閉庁日（8/12～8/15） 

は除きます。ただし、授業や学校行事等を実施する場合は、平日と 

同様とします。 

※教職員の勤務時間終了後、電話対応時間帯の前に全教職員が退勤す 

る場合もあります。 

２ 業務改善の更なる推進 
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《配置・派遣している専門スタッフ》（予定） 
 

・学校支援助教員（小・中学校） 

・学校支援ボランティア(小・中学校) 

・スクールカウンセラー（中学校、拠点校方式で小学校） 

・スクールソーシャルワーカー（小・中学校） 

・教育相談員（小・中学校） 

・外国語教育サポーター（小学校） 

・外国語指導助手（ＡＬＴ）（小・中学校） 

・学習支援ボランティア（小・中学校） 

・学校司書ボランティア（小・中学校） 

・ＩＣＴ支援員（小・中学校） 

・学びサポーター（小・中学校） 

 

３ 外部人材等の積極的活用
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４ 部活動の適正化 

 

【適切な休養日等の設定】 

・学期中は、週あたり２日以上の休養日を設ける。 

・平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日は少なくとも１日以上を休養日とする。 

・長期休業日中について学期中の休養日に準じた扱いを行うとともに、ある程度 

長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 
 

【活動時間の設定】 

・１日の練習時間は、長くとも平日は２時間程度、学校の休業日は３時間程度とする。 

・早朝練習については、放課後の練習が充分確保できる場合は、原則として行わな 

いこととする。 
 

【指導・運営に係る体制の構築】 

・生徒や教師の数、部活動指導員の配置状況を踏まえ、指導内容の充実、生徒の安 

全の確保、教師の長時間勤務の解消等の観点から、適正な数の運動部及び文化部 

を設置する。 

方針の主な内容 


